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９月定例会報告 　令和３年９月第５回定例会は９月７日から９月 29日
までの 23日間開催しました。

令和３年度　一般会計補正予算
９億1,844万６千円　増額可決

（補正後の総額は　303億 4,072万９千円）

人 事 案 件
教育委員会委員の選任に同意した方
岡本　麻美 氏

決算特別委員会を設置しました
　９月定例会最終日に、令和２年度の決算を審
査する特別委員会を設置しました。委員会は閉
会中に審査を行い、12 月定例会で結果を報告し
ます。
委員長　平田清吉　副委員長　宮﨑　保
委　員　松村　太・牛塚孝浩・西　洋子
　　　　高瀬堅一・豊永貞夫・本村令斗

審議された議案等の議決結果
番　号 件　　　　　名 議決結果 番　号 件　　　　　名 議決結果
議第58号 令和３年度　人吉市一般会計補正予算（第５号） 原案可決 議第70号 人吉市市政功労者選考委員会設置条例の制定について 原案可決
議第59号 令和３年度　人吉市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決 議第71号 人吉市市民プール検討委員会設置条例の制定について 原案可決

議第60号 令和３年度　人吉市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決 議第72号 人吉市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第61号 令和３年度　人吉市介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決 議第73号 人吉市国民健康保険条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第62号 令和３年度　人吉市水道事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決 議第74号 人吉市農地及び農業用施設災害復旧事業分担金徴収条例の制定について 原案可決

議第63号 令和３年度　人吉市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決 議第75号 人吉市移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第64号 令和３年度　人吉市工業用地造成事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決 議第76号 人吉市都市公園条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第65号 令和２年度　人吉市水道事業特別会計利益の処分及び決算の認定について 継続審査 議第77号 損害の賠償について 原案可決

議第66号 令和２年度　人吉市公共下水道事業特別会計利益の処分及び決算の認定について 継続審査 議第78号 令和３年度　人吉市一般会計補正予算（第６号） 原案可決

議第67号 行政手続における押印の見直し等に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について 原案可決 議第79号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 任命同意

議第68号 人吉市個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 議第80号 令和２年度　人吉市歳入歳出決算認定について 継続審査

議第69号
人吉市行政手続における特定の個人を識別するた
めの番号の利用等に関する法律に基づく個人番号
の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一
部を改正する条例の制定について

原案可決
意見第６号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書 原案可決

意見第７号 地方財政の充実・強化に関する意見書 原案可決

令和３年９月定例会の請願・陳情等の議決結果
付託委員会 件　　　　　名 議決結果

総務文教委員会 日本政府に核兵器禁止条約の参加・調印・批准を求め
る意見書提出の陳情 趣旨採択

８月臨時会報告
　令和３年８月３日の臨時会では、国庫支出金及び市債の
追加や、令和２年７月豪雨災害及
び令和３年７月に発生した梅雨前
線豪雨に伴う災害復旧費の追加補
正予算が提出され、原案可決しま
した。

議員別表決 「表決が割れた」議案とその議員別表決
賛否が分かれたもののみを掲載しております。
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陳第
10号

日本政府に核兵器禁止条約の参加・調
印・批准を求める意見書提出の陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ● ○ ○

〇：趣旨採択に対して賛成　　●：趣旨採択に対して反対　　／：議長は表決に加わりません

　ちょこっと解説！！
陳第10号の委員会付託の結果は
「趣旨採択」でした。この場合の表
決は「趣旨採択に賛成・反対」の意
になります。また、本村議員は「採択
する（国に意見書を提出する）こと」
に賛成の立場で討論をしています。
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総務文教委員会報告 ●委員長　宮原 将志　　●副委員長　宮﨑 保
●委　員　松村 太・塩見 寿子・犬童 利夫・西 信八郎

厚 生 委 員 会 報 告 ●委員長　高瀬 堅一　　●副委員長　本村 令斗
●委　員　徳川 禎郁・池田 芳隆・平田 清吉・井上 光浩

一般会計補正予算を承認
　総務部関係の主なものは、人吉市カルチャーパレス小
ホール特定天井落下防止改修工事や防災対策の一つとし
て、橋りょうの側面に取り付けた照明の色彩の変化によっ
て避難を促す、ライティング防災アラートシステム構築
等委託料などです。委員から、ライティング防災アラー
トシステムは、どの橋に設置する予定かとの質疑があり、
橋の延長や復旧工事の進捗状況、観光の側面を勘案し、
水の手橋を予定しているとの答弁がありました。
　教育部の主なものは、新型コロナウイルス感染症対策
として、児童生徒用タブレットと同型の教師用パソコン
270 台を購入する備品購入費や人吉西小学校管理特別教
室棟屋上の全面的な防水改修を行う工事請負費などです。
審査の過程において委員から、公民館費に成人式の経費
が計上されて
いるが、会場
はどこの予定
か と の 質 疑
に、第一中学
校の体育館を
予定している
との答弁があ
りました。

条例改正２件を承認
　人吉市手数料条例の一部を改正する条例は、マイ
ナンバーカードの再交付に係る規定を一部改正する
ものです。人吉市国民健康保険条例の一部を改正す
る条例の一部を改正する条例は、傷病手当金の支給
に係る適用期間が「９月 30 日」から「12 月 31 日」
に延長されたことに伴い改正するものです。

令和３年度　一般会計補正予算２件を承認
　一般会計補正予算２件の主なものは、スマート
フォン決済導入に伴うものや、災害時の福祉避難所
で必要な折りたたみベッドやパーテーション等の備
品購入に係る増額です。さらに、委託料ではコロナ
ワクチン接種に伴う人件費の増額や医療機関への接
種予約調整等にかかる経費の増額が行われておりま
す。委員から「ワクチン接種に係る保護者の同意は
何歳まで必要なのか」に対し「厚生労働省の通知
では、18 歳未満が保護者の同意が必要となるため、
予診票の署名欄に記載が必要という形での接種に
なっている」と答弁があっております。

特別会計予算５件を承認
　国民健康保険事業特別会計補正の主なものは、人
事異動等に伴う人件費の減額や、令和２年度の出産
育児一時金繰入金の精算に伴うものです。
　後期高齢者医療特別会計補正は、保険料還付金の
増額で、令和２年７月豪雨災害に伴う保険料減免等
を広域連合から受け入れるもの等に伴う補正です。
　介護保険特別会計補正は、豪雨災害に伴う介護保
険料減免のシステム構築委託料の増額等に伴う補正
です。
　水道事業特別会計補正は、主に人事異動に伴う補
正で、職員１名の退職により６名から５名に減員し
たこと等による補正です。　
　公共下水道事業は、人事異動に伴う人件費及び災
害復旧に伴う委託料等が主な補正となっています。
　委員から、「被災後の施設復旧に係る見通しは」
に対し「すべての施設を令和３年度いっぱいで復旧
をすることを目指しているが、一部、汚泥処理施設
が令和４年度にかかる可能性がある」と答弁があっ
ております。

存廃が検討される市民プール カルチャーパレス小ホール

人吉市市政功労者選考委員会設置条例の制
定、人吉市市民プール検討委員会設置条例
の制定を承認
　人吉市市政功労者選考委員会設置条例につ
いては、市政 80 周年を機に、人吉市市政功
労者の選考に関する附属機関を設置するた
め、新たに条例を制定するものです。
　また、人吉市市民プール検討委員会設置条
例の制定については、令和２年７月豪雨災害
で被災した市民プールの存廃等に関して検討
する附属機関を設置するため、新たに条例を
設置するものです。
　どちらの条例についても、委員から、幅広
い意見が聞ける委員会にしていただき、様々
な角度から検討してもらいたいとの意見が出
されました。
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治水・防災に関する特別委員会報告
●委員長　田中 哲　　　●副委員長　池田 芳隆　　　●委　員　全議員

条例の制定・改正、及び損害の賠償を承認
　条例の制定は、令和２年７月豪雨により被災した
農地の災害復旧完了後、農家から分担金を徴収する
ことに伴い、必要な事項を定めるものです。
　条例の改正の主なものは、村山公園管理棟のトイ
レ改修に伴い、温水シャワーを一般の利用に供する
ためのものです。
　損害の賠償は、農道を走行中の車両が、農道横の
用水路グレーチングを跳ね上げ、燃料タンクを損傷
し、燃料の軽油が農地に流入した事故に関して、農
地の所有者と人吉市の間で損害賠償の額を決定し、
和解するものです。

一般会計補正予算（第５号）を承認
　主なものは、農業関係が「強い農業・担い手づく
り総合支援事業補助金」で、令和２年７月豪雨によ
り被災した農家の施設や機械の修繕、再取得等に追
加申請のあった、延べ 25 件、74 台分の約 7,700 万
円です。
　商工業関係は、新型コロナウイルス禍における、
８月８日から９月 12 日までの、６回目となる時短
要請に伴う、熊本県営業時間短要請協力金市町村負
担金が 2,850 万円。地元業者の売上げ、経済の活性
化につなげる目的のデジタルプレミアム商品券事業
が約 2,500 万円。市内の飲食店利用促進を目的とし
たプレミアム付き商品券を発行する、観光客等向け
飲食店支援事業補助金が約 1,800 万円。
　住宅関係では、令和４年度分から市営住宅家賃を、
スマートフｵン決済により収納できるようにするた

めの、システムの改修委託料が 74 万３千円。災害
公営住宅建設予定地の用地測量及び地質調査等委託
料の約 3,400 万円です。

一般会計補正予算（第６号）を承認
　商工業関係では、熊本県が飲食店等に時短協力要
請を９月 30 日まで延長したことによる負担金が、
約 1,400 万円。令和３年度に、国の令和２年７月豪
雨型持続化補助金の交付を受けた被災小規模事業者
に、本市が上乗せして補助する補助金が 2,000 万円。
新型コロナ禍で、まん延防止等重点措置の適用に伴
う飲食店への時短要請等で売上げに甚大な影響を受
けた中小企業事業者等に対する給付金が 3,000 万円
です。
　農業関係では、災害復旧事業での対応ができなく
なった農地の自力復旧について、県の自力復旧支援
事業と、市の自力復旧支援事業補助金で約 1,900 万
円。対象件数は見込みも含めて約 50 件です。

　第６回となる本特別委員会を令和３年９月８日
（水）に開催しました。
　審議事項は、熊本県の球磨川流域復興局、土木部
河川港湾局、河川課、球磨地域振興局農林部より８
名の方に出席いただき、「市房ダムの概要」につい
て審議いたしました。また、あさぎり町の清願寺ダ
ムの概要についても説明を受けました。
　市房ダムの概要では、「①ダムの役割」、「②市房
ダムの操作」、「③令和２年７月豪雨時の状況」、「④
事前の放流（予備放流と事前放流）」、「⑤ソフト対
策の取組状況」について説明を受け、併せて市房ダ
ムに係る映像も視聴しました。
　その中で、市房ダムの貯水容量等の基本情報や異
常洪水時防災操作（緊急放流）について等、説明を
いただきました。
　今後県として、ソフト対策の取組に係る警告灯な
どの市房ダムの操作内容に応じた周知、マイタイム
ラインの活用等、市民にもっと伝えていきたいとの
ことでした。

　審査の中で議員から「緊急放流した場合、どのく
らい水位が上がるのか公表する必要があるのではな
いか」、また、鶴田ダムを例に「再開発することに
よって、どのような効果があるのかを周知していく
ことで市民の安心につながるのではないか」、「災害
によりダムに堆積した土砂撤去はされるのか」、「治
山関係の対応は協議しているのか」等多くの質疑が
なされ、それぞれに詳細な答弁をいただきました。

経済建設委員会報告 ●委員長　田中 哲　　　●副委員長　牛塚 孝浩
●委　員　西 洋子・豊永 貞夫・福屋 法晴・大塚 則男

中神地区の水路・農地復旧状況

特別委員会における審議
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復興のまちづくりに関する特別委員会報告
●委員長　宮原 将志　　　●副委員長　西 洋子　　　●委　員　全議員

　第２回　復興のまちづくりに関する特別委員会において、当委員会では、復興のまちづくりに関する諸
問題について調査を行うことを目的とし、調査事項については、復興まちづくり計画について、被災市街
地復興推進地域について、安心・安全のまちづくりについての調査や市民との意見交換を行うことにしま
した。
　また、復興のまちづくりに関する特別委員会における市民との意見交換会については、人吉市議会「市
民と議会の意見交換会」実施要綱に準じて実施することとし、幅広い市民との意見交換をするため、複数
名であれば団体でなくても意見交換を行うことにしております。

復興のまちづくり意見交換会のご案内
～議員と人吉市の未来について話し合ってみませんか～

　市民の方がメンバーとなっている団体等（町内会、教育・文化関係、福祉関係、商工関係の団体、
複数名のグループ等）ならどなたでも大歓迎です。

１　内容　
　　復興のまちづくりに関すること
２　参加する議員　

原則として、参加する議員は復興のまちづくり
に関する特別委員会で決定いたします。

３　申し込み方法
議会事務局にお問い合わせくだ
さい。
（TEL ２２－５３８１〈直通〉）

※日程、内容等について御希望に添えない場合もありますのでご了承ください。
※新型コロナウイルス感染症防止対策を行ったうえでの開催にご協力をお願いします。

国の関係機関へ意見書を提出
コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書（要旨抜粋）

　新型コロナウイルス感染症のまん延により、地方財政は来年度においても、引き続き、巨額の財源不足
が避けられない厳しい状況に直面している。
　地方自治体では、コロナ禍への対応はもとより、医療介護、子育てをはじめとした社会保障関係経費や
公共施設の老朽化対策費など将来に向け増嵩する財政需要に見合う財源が求められる。
　その財源確保のため、地方税制の充実確保が強く望まれる。
　よって、国においては、令和４年度地方税制改正に向け、強く要望する。

地方財政の充実・強化に関する意見書（要旨抜粋）
　新型コロナウイルスの出現により、いま地方自治体には新たに多くの行政需要が発生しています。ワク
チン接種体制の構築、防疫体制の強化、「新しい生活様式」への変化を余儀なくされた市民の日常生活から
発生する問題など、あらゆる課題に即時の対応が求められています。しかし、現実に公的サービスを担う
人材は不足しており、疲弊する職場実態にある中、近年多発している大規模災害、またデジタル・ガバメ
ント化への対応も迫られています。
　しかし、新型コロナウイルスへの対応により巨額の財政出動が行われるなか、2022 年度以降の地方財源
が十分に確保できるのか、大きな不安が残されています。
　このため、2022 年度の政府予算と地方財政の検討にあたっては、コロナ禍による新たな行政需要なども
把握しながら、歳入・歳出を的確に見積もり、地方財政の確立をめざすよう求めます。

　意見書は、令和３年９月 29 日付けで関係機関へ提出しました。
　提出先は、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、
財務大臣、総務大臣、厚生労働大臣、経済産業大臣、経済再生担当大臣、
内閣府特命担当大臣（少子化対策・地方創生）です。

上記の意見書は、９月定例会において全会一致で可決しました。
意見書の全文は市ホームページに掲載しています。意見書全文はこちら →
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動画視聴

動画視聴

動画視聴

土
砂
災
害
か
ら
命
を
守
る　

他

仮
設
住
宅
、
強
制
退
去
は
な
い
と
明

言
を

消
防
庁
舎
移
転
に
伴
う
諸
問
題
に
つ
い

て　

他

宮原　将志

熱
海
市
の
土
石
流
発
生
を
受
け
、
不
適
切
な
盛
り

土
等
を
規
制
す
る
市
独
自
の
条
例
を
制
定
す
べ
き
で

は
。災

害
を
未
然
に
防
止
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
非
常
に

有
効
で
あ
る
。
国
の
動
向
を
注
視
し
、
検
討
を
進
め

た
い
。

被
災
し
放
置
さ
れ
た
空
き
家
は
、
復
興
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
う
え
で
課
題
と
な
る
と
思
わ
れ

る
が
、
そ
の
対
応
は
。

市
民
生
活
環
境
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
空
き
家

に
つ
い
て
は
、
法
に
基
づ
く
代
執
行
の
制
度
も
あ
る
。

医
療
的
ケ
ア
児
支
援
法
に
お
け
る
市
の
責
務
と
し

て
、
早
急
に
関
係
機
関
の
協
議
会
の
設
置
や
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す
べ
き
で
は
。

人
吉
球
磨
障
が
い
者
総
合
支
援
協
議
会
等
を
活
用

し
、
早
期
の
設
置
及
び
配
置
を
進
め
た
い
。

経
済
的
に
困
窮
し
て
行
き
場
の
無
い
方
を
、
２
年

過
ぎ
た
と
い
っ
て
仮
設
住
宅
か
ら
無
理
や
り
退
去
さ

せ
る
こ
と
は
、
路
頭
に
迷
う
こ
と
に
な
り
絶
対
行
っ

て
は
い
け
な
い
。
不
安
を
和
ら
げ
る
た
め
、
そ
の
よ

う
な
こ
と
は
な
い
こ
と
を
明
言
で
き
な
い
か
。

熊
本
地
震
に
お
い
て
は
、入
居
期
限
の
到
来
を
も
っ

て
強
制
的
に
退
去
と
な
っ
た
事
例
は
な
い
。

水
害
被
災
者
の
会
が
被
災
者
か
ら
集
め
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
望
ん
で
い
る
治
水
対
策
で
、「
流
水
型

ダ
ム
」
が
８・
１
％
と
「
流
域
の
ダ
ム
を
撤
去
」
の

21
・
１
％
を
下
回
っ
て
い
る
。
流
水
型
ダ
ム
は
、
ほ

と
ん
ど
の
被
災
者
が
望
ん
で
い
な
い
と
思
わ
な
い
か
。

流
水
型
ダ
ム
も
氾
濫
を
防
ぐ
対
策
と
し
て
計
画
さ
れ

て
い
る
。
説
明
が
行
わ
れ
て
い
く
と
認
識
し
て
い
る
。

消
防
署
移
転
に
関
す
る
県
へ
の
要
望
書
提
出
に
人

吉
市
は
同
行
を
し
て
い
な
い
が
、
何
か
あ
っ
た
の
か
。

先
に
他
の
公
務
が
決
ま
っ
て
お
り
、
や
む
を
得
ず

欠
席
を
し
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
理
解
を
し
て
お
り
、

要
望
に
つ
い
て
は
管
理
者
や
他
の
副
管
理
者
に
思
い
を

託
し
た
。

消
防
庁
舎
は
、
市
内
に
造
る
の
か
。

消
防
組
合
の
管
理
者
会
議
で
方
向
性
を
確
認
さ
れ
て

お
り
、
何
ら
異
論
が
あ
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
こ
れ
か
ら
、

移
転
候
補
地
の
選
定
を
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
消
防
組
合

と
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。
人
吉
下
球
磨
消
防
組
合
の

構
成
市
町
村
と
し
て
、
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
。

※
そ
の
他
、
市
庁
舎
完
成
後
の
出
先
機
関
の
管
理
方
法
、

職
員
の
健
康
管
理
に
つい
て
質
し
た
。

問問

問

問

問

問

問

答答

答

答

答

答

答

本村　令斗

池田　芳隆
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一
般
質
問

田中　哲

動画視聴

動画視聴

動画視聴

遊
水
地
に
つ
い
て

建
設
型
仮
設
住
宅
の
今
後
に
つ
い
て

豪
雨
災
害
の
概
算
的
被
害
額　

他

福屋　法晴

今
の
候
補
地
を
遊
水
地
に
で
き
な
い
場
合
、
流
域

治
水
の
観
点
か
ら
大
き
く
外
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

第
２
候
補
地
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

両
地
区
（
中
神
・
大
柿
地
区
）
で
は
測
量
・
地
質

調
査
な
ど
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
結
果
を
基
に
諸
元
が

示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
他

の
地
域
の
想
定
は
な
い
。

県
内
に
は
い
く
つ
の
遊
水
地
群
が
あ
る
の
か
。
ま

た
、
民
家
移
転
を
伴
っ
た
工
事
の
前
例
は
あ
る
の
か
。

黒
川
に
小
倉
遊
水
地
他
４
か
所
、
坪
井
川
に
坪
井

川
遊
水
地
と
支
川
に
２
か
所
あ
る
。
民
家
移
転
を
伴

う
工
事
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
今
回
は
確
認
で
き
て

い
な
い
。

遊
水
地
候
補
地
の
住
民
や
地
権
者
が
小
倉
遊
水
地

を
視
察
で
き
な
い
か
。

希
望
が
あ
れ
ば
、
検
討
し
た
い
。

建
設
型
仮
設
住
宅
入
居
期
限
が
来
年
（
令
和
４
年
）

７
月
ま
で
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
運
用
計
画
は
。

現
在
検
討
を
進
め
、
利
活
用
に
つ
い
て
は
市
町
村

の
単
独
住
宅
と
し
、無
償
の
譲
渡
を
受
け
、予
算
確
保
・

条
件
整
備
を
行
い
、
災
害
公
営
住
宅
と
併
せ
て
必
要

戸
数
を
確
保
し
て
い
き
た
い
。

仮
設
住
宅
か
ら
新
し
い
生
活
を
始
め
る
時
の
補
助

金
は
な
い
か
。

民
間
賃
貸
入
居
助
成
事
業
が
20
万
円
、
公
営
住
宅

入
居
助
成
事
業
が
10
万
円
、
避
難
先
か
ら
転
居
を
さ

れ
た
場
合
は
転
居
費
用
助
成
事
業
10
万
円
が
あ
り
、

申
請
期
限
が
再
建
先
入
居
後
６
か
月
で
あ
る
。

※
そ
の
他
、鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の
罠
の
購
入
に
対
し
て
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
補
助
を
要
望
し
ま
し
た
。

昨
年
の
豪
雨
災
害
の
、「
概
算
被
害
総
額
は
」、「
圃

場
と
農
業
関
連
施
設
の
復
旧
費
の
概
算
額
は
」、「
一

反
当
た
り
の
工
事
額
と
負
担
額
は
」。

「
今
年
２
月
28
日
時
点
で
の
被
害
総
額
は
公
共

土
木
施
設
、
公
園
等
、
市
営
住
宅
、
農
林
業
、
商

工
業
、
観
光
業
、
福
祉
衛
生
関
係
等
含
め
約

４
４
５
億
８
０
０
万
円
」。「
農
地
の
国
の
査
定
（
被

害
）
件
数
は
１
４
２
件
１
３
９
ha
、
査
定
額
は
約

10
億
７
千
万
円
。
農
業
用
施
設
は
２
０
１
件
で
約

15
億
７
千
万
円
」。「
一
反
当
た
り
の
復
旧
工
事
費
は

約
80
万
円
。
補
助
分
を
除
い
た
２
・
６
％
が
受
益
者
負

担
金
と
な
り
、
約
２
万
円
と
推
定
さ
れ
る
。
表
土
流

失
に
よ
り
表
土
購
入
が
必
要
な
場
合
は
負
担
増
と
な

る
」。

※
そ
の
他
、
市
房
ダ
ム
の
緊
急
放
流
サ
イ
レ
ン
の
周
知

に
つ
い
て
も
質
し
た
。

問

問

問

問問

問

答

答

答

答答

答

西　洋子
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一
般
質
問

平田　清吉

動画視聴

動画視聴

動画視聴

ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
利
活
用
・
く
ま
鉄

復
旧
を
問
う

復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
つ
い
て

本
市
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
見
直

し
に
つ
い
て

接
種
証
明
書
利
活
用
の
検
討
と
、
本
市
や
圏
域
で

の
経
済
政
策
は
。

経
済
浮
揚
に
効
果
が
あ
り
期
待
す
る
。
一
方
で
未

接
種
者
の
不
利
益
に
繋
が
ら
ぬ
よ
う
十
分
配
慮
し
た

い
。く

ま
川
鉄
道
の
全
線
復
旧
と
、
バ
ス
に
よ
る
代
替

輸
送
は
い
つ
ま
で
か
。

現
時
点
で
は
未
確
定
で
あ
る
。

鬼
木
の
乗
降
場
所
の
改
善
、
横
断
歩
道
の
安
全
対

策
は
で
き
な
い
か
。

乗
降
場
所
は
、
沿
線
自
治
体
各
首
長
と
情
報
共
有

を
行
い
た
い
。
ま
た
、
横
断
歩
道
は
右
折
レ
ー
ン
を

挟
ま
な
い
よ
う
な
改
善
を
、
熊
本
県
公
安
委
員
会
と

協
議
し
進
め
て
い
き
た
い
。

耕
作
で
き
な
い
被
災
農
地
に
対
し
、
固
定
資
産
税

の
減
免
は
で
き
な
い
か
。

資
産
で
あ
る
農
地
へ
減
免
は
な
い
。

※
そ
の
他
、
遊
水
地
計
画
、
農
地
集
積
、
特
例
措
置
後

の
課
税
を
質
し
た
。

保
険
や
、
な
り
わ
い
再
建
支
援
補
助
金
等
を
受
け

て
い
な
い
被
災
事
業
者
に
対
し
て
の
本
市
の
対
応
は
。

支
援
制
度
を
活
用
出
来
て
い
な
い
方
も
含
め
、
国
・

県
・
人
吉
商
工
会
議
所
・
金
融
機
関
と
連
携
し
、
ア

プ
ロ
ー
チ
を
継
続
し
実
施
し
た
い
。

観
光
地
と
し
て
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
具
体
的
な

計
画
は
。

人
吉
ら
し
い
街
並
み
を
次
世
代
に
継
承
し
、
回
遊

性
の
あ
る
ま
ち
な
か
、
未
来
型
復
興
を
成
し
遂
げ
る

た
め
の
方
向
性
を
計
画
に
盛
り
込
み
た
い
。

被
災
市
街
地
復
興
推
進
地
域
の
事
業
で
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

10
月
に
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
提
示
後
、
対
象
地

域
の
方
へ
説
明
会
・
戸
別
訪
問
等
が
必
要
と
考
え
る
。

※
他
、
自
立
就
労
支
援
、
人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
質
し
た
。

昨
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
住
宅
の
浸
水
被
害
を
受
け

た
方
が
、
被
災
し
な
か
っ
た
農
業
用
地
を
求
め
ら
れ

て
い
る
が
、
農
業
振
興
地
域
の
見
直
し
は
。

県
は
、
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
変
更
に
伴
う

事
前
協
議
を
、
通
常
５
月
と
11
月
の
年
２
回
実
施
し

て
い
る
が
、
令
和
２
年
７
月
27
日
付
け
で
、
昨
年
の

豪
雨
に
伴
う
災
害
復
旧
等
に
係
る
案
件
に
つ
い
て
は
、

随
時
受
付
を
し
て
い
る
。
ま
た
本
市
は
国
か
ら
、
平

成
30
年
３
月
30
日
付
け
で
「
農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
の
変
更
に
係
る
事
務
手
続
等
の
迅
速
化
に
つ
い
て
」

の
通
知
を
受
け
、
令
和
２
年
11
月
１
日
か
ら
当
分
の

間
、
お
お
む
ね
30
日
の
縦
覧
期
間
を
、
15
日
間
に
変

更
す
る
こ
と
を
県
に
報
告
し
て
い
る
。

　

本
市
の
農
業
振
興
地
域
の
見
直
し
は
、
令
和
５
年

度
を
予
定
し
て
い
る
。

問問問問

問問問

問

答答答答

答答答

答

徳川　禎郁

牛塚　孝浩
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一
般
質
問

動画視聴

動画視聴

動画視聴

小
中
学
校
の
防
災
と
災
害
時
職
員
の
対

応
に
つ
い
て

仮
設
住
宅
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て

公
共
工
事
入
札
に
至
る
ま
で
の
経
緯
に

つ
い
て

豊永　貞夫

大塚　則男

小
中
学
校
の
防
災
教
育
に
つ
い
て
教
育
長
の
考
え

は
。学

校
教
育
に
お
い
て
は
、
生
涯
に
わ
た
る
防
災
対
応

能
力
の
基
礎
を
育
成
す
る
た
め
に
、
教
育
活
動
全
体
を

通
し
て
の
系
統
的
な
防
災
教
育
が
必
要
不
可
欠
。
地
域

の
防
災
に
つ
い
て
学
習
さ
せ
る
こ
と
は
、
今
後
の
社
会

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
地
域
の
つ
な
が
り
の
重
要
性

を
再
認
識
さ
せ
、
大
き
な
防
災
・
減
災
力
に
つ
な
が
る
。

防
災
教
育
は
一
過
性
の
も
の
で
な
く
、
継
続
し
た
取
り

組
み
が
重
要
で
あ
る
。

災
害
時
に
通
常
業
務
と
災
害
対
応
に
当
た
る
職
員

の
負
担
が
大
き
い
。
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
の
考
え

は
。今

年
度
か
ら
自
主
防
災
組
織
の
機
能
強
化
に
取
り

組
み
、
自
主
防
災
組
織
が
主
体
と
な
っ
た
避
難
所
運

営
が
可
能
と
な
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

建
設
型
の
仮
設
住
宅
を
本
市
の
単
独
住
宅
と
し
て

残
し
、
被
災
者
が
入
居
で
き
る
よ
う
に
で
き
な
い
か
。

熊
本
地
震
の
際
は
、
市
町
村
所
有
の
単
独
住
宅
と

し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
後
の
訪
問
聞
き
取

り
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
進
め
た
い
。

10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
健
康
保
険
証
機
能
が
入

る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
は
。

メ
リ
ッ
ト
は
、
高
額
医
療
費
の
限
度
額
認
定
証
が

不
要
、
就
職
・
転
職
・
引
っ
越
し
な
ど
で
加
入
医
療

保
険
が
変
わ
っ
て
も
切
れ
目
な
く
使
用
で
き
る
、
ま

た
確
定
申
告
の
医
療
費
控
除
で
領
収
書
が
不
要
に
な

る
な
ど
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
各
医
療
機
関
・
薬
局
で

シ
ス
テ
ム
整
備
が
必
要
な
こ
と
、
読
み
取
り
端
末
の

導
入
が
さ
れ
て
い
な
い
と
利
用
で
き
な
い
な
ど
が
あ

る
。

議
会
の
議
決
が
必
要
な
契
約
は
、
工
事
費

１
億
５
千
万
円
以
上
と
し
て
い
る
が
、
総
事
業
費

２
億
円
の
工
事
を
分
離
分
割
発
注
し
た
場
合
は
、
議

決
を
必
要
と
し
な
い
の
か
。
ま
た
そ
の
判
断
は
ど
こ

が
行
う
の
か
。

分
離
分
割
発
注
を
行
い
１
億
５
千
万
円
に
満
た
な

い
場
合
、
議
会
議
決
の
必
要
は
な
い
。
一
括
発
注
、

分
離
分
割
発
注
の
判
断
は
、
事
業
担
当
部
署
で
適
正

に
判
断
し
行
っ
て
い
る
。

人
吉
ス
ポ
ー
ツ
パ
レ
ス
大
ア
リ
ー
ナ
床
面
改
修
工

事
及
び
空
調
熱
源
改
修
工
事
を
分
離
発
注
し
た
理
由

は
。二

つ
の
工
事
は
偶
発
的
に
発
注
時
期
が
重
な
っ
た

も
の
で
、
工
事
の
財
源
も
異
な
り
、
床
工
事
と
空
調

熱
源
工
事
の
施
工
範
囲
も
分
離
し
て
い
る
。
単
独
事

業
と
認
識
し
分
離
発
注
し
た
。

問問

問問

問問

答答

答

答答

答

犬童　利夫
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一
般
質
問

動画視聴

動画視聴

動画視聴

災
害
被
災
者
救
済
支
援
等
に
つ
い
て　

他

新
教
育
長
・
健
康
寿
命
・
ま
ち
の
復
興

に
つ
い
て

「
な
り
わ
い
再
建
」
支
援
状
況　

他

松村　太

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
約
11
億
円
の
一
部
を
活
用
し
て
、

被
災
者
の
方
々
に
直
接
給
付
金
・
金
券
等
で
支
援
し
て

ほ
し
い
と
再
三
要
望
し
て
き
た
が
、
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。「

ふ
る
さ
と
納
税
」
を
活
用
し
た
市
独
自
の
支
援
は

今
の
と
こ
ろ
実
績
は
な
い
。
今
後
、
効
果
的
な
財
政

運
営
に
活
用
を
し
て
い
き
た
い
。

「
人
吉
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長
交
代
」
に
伴

い
、
公
募
で
合
格
者
と
補
欠
者
を
決
定
し
た
が
、
両

名
と
も
就
任
辞
退
し
た
。
再
選
考
に
よ
り
、
約
63
万

円
の
損
失
金
が
出
た
。
こ
の
よ
う
な
事
態
を
ど
う
思

う
か
。

議
員
指
摘
の
「
行
政
は
結
果
が
全
て
」
な
の
で
、

私
達
の
不
徳
の
致
す
と
こ
ろ
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、

人
材
を
確
保
し
中
小
企
業
者
と
一
緒
に
、
地
域
経
済

発
展
に
努
め
た
い
。

新
教
育
長
の
教
育
観
は
。

教
育
は
人
な
り
・
生
涯
学
び
続
け
る
者
だ
け
が
人

に
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
。「
学
び
」
は
自
分
自
身
を

高
め
、
人
生
を
豊
か
に
す
る
。
全
て
の
大
人
が
日
々
、

自
分
自
身
を
高
め
る
営
み
を
通
し
て
子
ど
も
に
範
を

示
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
学
習
機
会
の
確
保
は
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
持
ち
帰
る
際
の
ル
ー
ル
と
、
保
存

し
た
デ
ー
タ
に
よ
る
オ
フ
ラ
イ
ン
で
の
学
習
を
検
討

中
。健

康
寿
命
延
伸
へ
の
歯
科
検
診
を
通
し
て
の
取
り

組
み
は
。

受
診
者
の
う
ち
９
割
以
上
に
指
導
処
置
、
検
査
が

必
要
。
早
期
発
見
・
治
療
の
必
要
性
か
ら
受
診
勧
奨
し
、

生
活
習
慣
の
改
善
、
市
民
生
活
の
質
・
健
康
の
向
上

に
努
め
て
い
き
た
い
。

※
他
復
興
の
見
通
し
に
つ
い
て
質
し
た
。

「
な
り
わ
い
再
建
支
援
補
助
金
」
の
執
行
状
況
に
つ

い
て
、
交
付
決
定
ま
で
時
間
が
か
か
る
要
因
は
。

申
請
内
容
が
審
査
に
時
間
を
必
要
と
せ
ず
、
書
類

に
不
備
が
な
け
れ
ば
比
較
的
早
く
交
付
さ
れ
る
。
一

方
で
、
複
雑
で
審
査
に
時
間
を
要
し
た
り
、
申
請
書

類
に
不
備
が
あ
っ
た
場
合
、
時
間
が
か
か
る
ケ
ー
ス

が
あ
る
。

農
地
の
災
害
復
旧
で
、
地
権
者
の
確
認
書
未
提
出

の
要
因
に
は
、
４
月
の
人
事
異
動
が
影
響
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
市
民
か
ら
指
摘
が
あ
っ
て
い
る
が

ど
う
か
。

説
明
会
を
開
い
た
が
、
全
地
権
者
が
参
加
さ
れ
て

い
な
い
。
中
に
は
自
己
復
旧
さ
れ
る
方
や
、
相
続
で

自
分
の
農
地
が
分
か
ら
ず
提
出
さ
れ
な
い
地
権
者
も

お
ら
れ
、
新
た
に
配
置
さ
れ
た
職
員
も
状
況
を
把
握

し
て
い
る
。

問問

問問問

問問

答答

答答答

答答

高瀬　堅一

井上　光浩



人吉市子ども議会を開催しました
　人吉市議会では、人吉市教育委員会と共催で「人吉市子
ども議会」を令和３年 10 月 15 日（金）に開催しました。
　市内３中学校の第３学年の各クラスから、生徒各２人の
合計 16 人からなる「子ども議員」が、市民生活と行政と
の関わり、市が直面するさまざまな課題やまちづくりにつ
いて、活発に質問しました。また、代表２名が議長を交代
で務め、議事進行にも挑戦しました。

各 学 校 の 子 ど も 議 員 が 質 問 し た 内 容
順 質　問　者 質 問 の 項 目 ・要 旨 答弁者 順 質　問　者 質 問 の 項 目 ・要 旨 答弁者

1
第二中学校　３年２組
　子ども議員
　　上村　大空
　　小栁　結愛

〇人吉市の復興について
　●「商店」の復興のために
　●「鉄道」の復興のために

経済部長
市長 5

第一中学校　３年３組
　子ども議員
　　尾方　結菜
　　丸尾　寧々

〇福祉について
●回覧板を利用した地域とのつな
がりについて

●高齢者との交流について

健康福祉部長
市長

2
第二中学校　３年３組
　子ども議員
　　田口　雄大
　　上村萌々花

〇教育について
●障がいについての学びや障がい
のある方々との交流について

●小中学生の通学路について

市長
教育長 6

第一中学校　３年２組
　子ども議員
　　岡本　叡星
　　源島　咲佳

〇歴史・文化について
●インフォメーションセンター兼
防災倉庫について

●寺社復興クラウドファンディン
グについて

●石碑の設置について
●観光客や家庭向けのパンフレッ
トについて

市長
総務部長
教育部長

3
第一中学校　３年１組
　子ども議員
　　白坂純之介
　　永田　　優

〇教育について
●「ひとよシエスタ」について
●英語教育の向上を図るための取
組について

教育長 7
第二中学校　３年４組
　子ども議員
　　楠原　健成
　　富﨑　華愛

〇防災について
●災害時の被災状況や避難情報を
いち早く市民に伝えるための取
組について

●防災訓練の工夫について

副市長

4
第三中学校　３年１組
　子ども議員
　　北川　良唯 
　　住吉　優樹

〇観光について
●鉄道の復旧について
●人吉の景観について
●人吉球磨が一体となった観光に
ついて

市長
建設部長
経済部長

8
第二中学校　３年１組
　子ども議員
　　山上　英祥
　　織田羽央里

〇まちづくりについて
●人吉市への観光客を増やすため
の取組について

市長
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【議会報編集委員会】　委員長／西　信八郎　　副委員長／大塚　則男
委　員／徳川　禎郁・宮原　将志・宮﨑　保・豊永　貞夫・本村　令斗・田中　哲

次の定例会は
　 12月の予定です

編
集
後
記

　

今
年
の
お
く
ん
ち
祭
は
、

神
幸
行
列
や
ス
ポ
ー
ツ
大

会
・
演
芸
大
会
な
ど
中
止

と
な
り
ま
し
た
が
、
10
月

３
日
の
半は
ん
て
ん纏
お
ろ
し
で
は
、

楼
門
前
で
「
起
」
の
火
文

字
が
点
火
さ
れ
ま
し
た
。

祭
り
の
精
神
で
復
興
へ
と

向
か
い
、
こ
れ
か
ら
の
歴

史
の
起
点
と
な
る
「
祭
起

動
（
さ
い
き
ど
う
）」
と
い

う
意
味
を
込
め
て
こ
の
文

字
を
選
ば
れ
た
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

人
吉
市
内
を
見
廻
す
と
、

至
る
所
で
解
体
が
進
み
、

空
き
地
が
増
え
、
こ
れ
か

ら
人
吉
は
ど
う
な
る
の
だ

ろ
う
か
と
い
う
声
を
多
く

耳
に
し
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
に
お
い

て
も
、
事
業
の
再
開
や
家

の
再
建
、
ま
た
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
再
生
し
よ
う
と

す
る
動
き
も
出
て
き
て
い

ま
す
。
議
会
と
し
ま
し
て

も
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
の

再
起
を
後
押
し
で
き
る
よ

う
に
、
こ
れ
か
ら
も
活
動

し
て
ま
い
り
ま
す
。

表
紙
写
真
・
文
責
：　
　

宮
原　

将
志

議員研修会を開催しました
　令和３年 10 月６日に市役所仮本庁舎議場におきまして、
早稲田大学マニフェスト研究所事務局長　中

なかむら

村健
けん

氏を講師
にお迎えし、「議員定数について考える」と題し研修会を
開催しました。
　地方議会の役割、課題、先進地の取り組みなどについて
御講義いただき、議会へ関心を持ってもらうための方策に
ついての具体的な事例も多数ご紹介いただきました。研修
の成果を生かして、本市議会も、市民の皆さまにわかりや
すい議会を目指してまいります。 講師の中村健氏
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構想に至るまで
・人吉の中心街はこれからどうなっていくのかという声をよく
聞くようになり、ここにいる有志と発展策を考えるように
なった。

・歓楽街の発展が人吉市の発展につながる。
・今が歓楽街の大チャンスなのでは。これを生かさないといけ
ない。

こんな意見がありました
・補助金等の支援策を考えていただきたい。
・本来、まちづくりは地元が主導して、国・県・市がバックアップするの
が普通だと思うが、このような危機的状況では行政がリーダーシップ
を取るか、地元と一緒に開発を進めていってほしい。
・統一感のあるまちづくりの起点にしていただきたい。
・復興モデルとして早期に立ち上げていただきたい。
・議員もしっかり勉強してバックアップしていきたいと思う。
・具体的な提案が起爆剤となり波及していくことを願っている。

人吉ひかりの復興計画に至った経緯は
　令和２年７月豪雨災害後、まちが真っ暗になった。「あかり」で経
済効果を上げる活動を全国でされている長町志穂氏（㈱LEM空間
工房）の実例を視察し、素晴らしいあかりの効果を実感した。その
後、住民説明会や住民アンケート結果や実証実験結果に基づき「人
吉ひかりの復興計画」を策定した。まちづくりの魅力の一つとなり、
居住人口、関係人口が増えることを願っている。

こんな意見がありました
（質問は委員、回答は長町氏）
質問：今後、人吉で行っていく上で、行政に対しどのような支援策を
　　　求められるのか。
回答：方針を決めていただいて、少しずつやっていって欲しい。前向
　　　きな気持ちをもって進めていただきたい。
質問：屋台村を作る話もある。統一感があるようにするにはどうすれ
　　　ばよいか。
回答：ルールを作り、「あかり」は電球色に統一する。全体計画を急ぐ
　　　べき。

共栄会との意見交換会
日時：令和３年９月１日　14：00～ 15：00
場所：仮本庁舎３階　総務文教委員会室

人吉ひかりの復興プロジェクトとの意見交換会
日時：令和３年９月６日　10：00～ 12：00
場所：清流山水花あゆの里　会議室

紺屋町に屋台村を
～人の集まる場所に～

人吉温泉ならではのあかりによる
ブランド価値向上策を

内容は
・屋台村３階建ビル
１階は駐車スペース（水害対応を兼
ねる）、２階は飲食店、３階は災害時
避難所を兼ねる。公園、温泉、チャレ
ンジショップ、観光案内所、焼酎自販
機、屋外イベント広場などを集めて、
人の集まる場所にして回遊性を高め
る。

人吉ひかりの
復興計画とは
　人吉市にふさわしい、観光地と
しての公共夜間照明の実現イメー
ジを地域の事業者と生活者から提
案すると同時に、公民連携によっ
て今後目指していきたい人吉温泉
ならではのあかりによるブランド
価値向上策。（令和３年４月に策定）

復興のまちづくり意見交換会レポート
　復興のまちづくりに関する特別委員会（委員長：宮原将志　副委員長：西　洋子　全議員で構成）は、
お申し込みをいただいた２団体と意見交換会を実施しました。
※復興のまちづくり意見交換会のお申し込み方法は５頁をご覧ください。

※意見交換会の詳細はホームページでご覧いただけます。☞

※意見交換会の詳細はホームページでご覧いただけます。☞


